
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2024年度 

Ｎｏ.５７ 

２０２５年２月１７日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ北労組は２月８日、かでる２・７において第 22回中央委員

会を開催し、２０２５春季生活闘争方針をはじめとする当面の活

動方針を満場一致で決定した。 

人見圭一中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）は、冒頭のあいさつ

で、相次ぐ不安全事象を踏まえた安全確立の必要性を強く訴える

とともに、「ＪＲ北海道の経営課題・政策課題」「組織課題の解決」

「政治との連携」「２０２５春季生活闘争」について所信を表明し

た。離職が止まらない現状を踏まえ、「魅力ある労働条件を作らな

ければならない」と決意を示すとともに、民主化闘争の完遂、ＪＲ連合への総結集を会場

の参加者に呼び掛けた。 

ＪＲ連合から参加した宮野勇馬企画局長は、福知山線列車事故から 20年を迎える中で

不安全事象が続いていることに触れ、「守れないルール」がないか職場で点検を行うよう

要請した。また、２０２５春季生活闘争について、離職防止・人財の定着がＪＲ産業の喫

緊の課題であり、「ＯＮＥチームで もっと賃上げ・生活改善！」とした春闘スローガンに

込めた思いを解説した。さらに、新規採用者を中心とした組織拡大の取り組みや、来たる

参議院選挙を踏まえた政策・政治の取り組みの必要性を訴えた。 

 議事では、執行部から「ベースアップ 12,000円」「一職場 10要求の取り組みで寄せら

れた組合員からの要望」などを盛り込んだ２０２５春季生活闘争方針をはじめとする当

面の活動方針（案）が提起された。続いて、数名の中央委員が発言に立ち、「春闘勝利に

向けた決意」「新入社員との賃金逆転現象」「相次ぐ危険な事象への対応」「高波対策への

補助金要請」などの意見が出された。その後、執行部からの中間答弁、斎藤洋治郎書記長

による総括答弁を経て、全ての

議案が満場一致で採択された。 

最後に、「働く仲間の連帯を

通じて健全なＪＲ産業の発展

を実現するため、解決と前進に

向けて総力を挙げて邁進する」

とした委員会宣言を採択し、人

見委員長の力強い団結かんば

ろうで閉会した。 

人見中央執行委員長 


